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ここは安全 まもりえ
MAMORIE

ー ホームの端が分かるデバイス ー

⼀歩先が、「崖」かもしれない

視覚障害者の駅ホーム事故の現状

事故件数（10年間2010-19年）
・転落事故︓747件
・死亡事故︓  22件

国⼟交通省が「鉄軌道事故データより」

４割が駅ホーム転落を経験
（2010年 ⽇本盲⼈会連合）

ANNnewsCH（2021年11⽉24⽇）

要因︓⽅向の⾒失いと 思いこみ

いつの間にか、ホーム端に⼊り、
転落してしまう



ホーム端への侵⼊ーケース１
①

ホームを歩いていて

②

⼈や障害物を回避しようとし

避けないと
いけない

ホーム端への侵⼊ーケース１

③

⽅向の⾒失い

ホーム端への侵⼊ーケース１

あれ︕
どっち向き︖

④

思い込みで進みホーム端へ

あ︕

ホーム端への侵⼊ーケース１



① 電⾞が来た

ホーム端への侵⼊ーケース２

⾳で電⾞が来たのに気づき

②
あ︕

電⾞が⼊ったと思い込みホーム端へ

ホーム端への侵⼊ーケース２

ホーム端の位置が分かれば、
これらの事故の多くを防げるのではないか

既存ソリューションとの⽐較
スマート⽩杖ホームドア まもりえ
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コスト

ユーザビリティ
(3億円/ホーム) (10万円〜/台) (3万円/台)



コンセプト検証
当事者からの声

・ホームから落ちた経験があるので、危険を知らせてくれるのは助かる

・ぜひ作ってほしい

・「振動や⾳」が雑踏の中で気づくよう、通知は激しめがよいかも

実験動画
プロトタイプを⽤い、⾳で危険を通知する簡易検証

コンセプト検証
検証（結果）

・9⼈中7⼈、レーザー光がホーム端のラインから超えたが、⾳により軌道修正できた

・ホーム端に近づいても通知をすれば、進⾏⽅向の修正ができて転落が回避できる
可能性あり

ビジネスモデル

⼤阪Aチーム
(企画・開発・販売)

鉄道会社

製造会社

⾃治体

事業者登録
⽇常⽣活⽤具申請

給付申請
給付券検証&PR

販売代理店

法⼈格化して助成⾦でスモールスタート

1ヵ⽉無料レンタル付き

視覚障害者実績積み上げ後に拡⼤

展⽰会/オンライン販売



ロードマップ

2026/1
AID-P
修了

2026/3
法⼈格化

2026/4
助成申請
(概念実証)

2027/4
助成申請
(実⽤化実証)

2028/3
仕様確定

2028/10
上市

知財出願検討
規制(JISなど)対応

6億円

16億円

82億円

年間市場規模

TAM(理論上の最⼤市場)

SAM(アプローチ可能な市場)

SOM(獲得可能な市場)

136万⼈
(視覚障害者で週1以上乗⾞の⼈)※1,2

※1.⽇本眼科医会(2017) ※2.国交省(2011) ※3.厚労省(2021) ※4⽇本眼科医会(2012)

26万⼈
(視覚障害者のうち
⾝障者⼿帳保有者で週1以上乗⾞)※2,3

10万⼈
(後天性の視覚障害者のうち
 ⾝障者⼿帳保有者で週5以上乗⾞)※2,3,4

想定単価3万円/耐⽤年数5年

チームメンバー

⼤⻄ ⾹
(眼科医)

太⽥ 英樹
(産学連携URA)

豊⼭ 裕万
(エンジニア)

⼩⼭ 隆幸
(作業療法⼠)

多⾓的な専⾨性と個性で、挑む

転落事故の無い世界をつくりたい

共感頂けるエンジニアの⽅、
ぜひ私たちに⼒を貸してください

⼤阪 Aチーム


